
博物館に求められること
－大阪市立自然史博物館での経験から－

佐久間大輔



2つの前提

1. 博物館は、それぞれになりたちの歴史、場所、博物館
に集まっているコレクション、そこにいる学芸員の専
門性が異なり、それによって求められることが違いま
す。なので大阪の話が明石にそのまま当てはまるわけ
ではありません。

2. 博物館は、市役所や国がどう考えるかも大事ですが、
そこで働いている人がどういう場所にしていきたいの
か、そして使う人・関わる人がどんな方向に背中を押
すか、一緒に走るのかも大事です。
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1.博物館がどうあるべき
か、どうありたいか

無茶言われたときに、言い返せるためにも。
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博物館は誰に対して責任があるでしょうか？

「われわれの博物館」という意識を持っている、あるいは利害関係を持
っている、またはそのように感じているのは誰でしょうか？

• 納税者 ・ 地方および国の政治家

• 公務員 ・ ビジネス業界

• 学界 ・ スポンサー・寄付者

• 利用者

• 将来の世代

• 職員

博物館のステークホルダーは
誰でしょうか？

ユーザーコミュニティ、友の会として
博物館の支持基盤を組織化



ステークホルダー不在、あるいは多様なステークホルダー
間の対話がない、というのが一番危険

 市長や市役所が何も関心を持っていない

 将来を考えている職員がいない、あるいは考えても長くいら
れない

 博物館を一緒に支えていく利用者集団がない

 外部の専門家グループや関連分野のアマチュアや地域の住民
が博物館に関心を持っているか

 「広く薄く人数を集める」も大事だが、真剣にともに博物
館を支えてくれる人があちこちに必要
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博物館は社会の中で存在する

 専門家の権威だけでも

 住民ニーズだけでも

 行政の意向だけでも
定まらない／成立しない

 三者が方向を同じくする
と機能を発揮
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博物館の活動
ミッションと
SDGsとの関係を
確認するWS
（2022.10）
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